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数学 １次式
小数の１次式の項をまとめる

１次式とその項
文字を使った式は、いくつかの項からできている。

このとき、 1.2x , －0.3 のそれぞれを項という。

0.2x と, 0.3x のような文字の部分が同じ項を
同類項という。

ここで、 1.2x のように１つの文字をふくむ項を、１次の項という。
１次の項の文字にかけられる数を係数といい、 1.2x の係数は 1.2 となる。

１次の項だけの式や、１次の項と数の項で表される式を１次式という。

 1.2x－0.3 の式では、
文字をふくむ部分の 1.2x と、
数の部分の －0.3 で表されている。

１次式の項をまとめる
１次式の同じ文字の項や数の項は、それぞれまとめて計算することができる。

こう

けいすう

いち  じ

いち じ しき

どうるいこう

１次式の 1.2x－0.3 は、 1.2x と －0.3 の２つの項で表されている。
１次の項は 1.2x で、この項の係数は 1.2 になる。

１次式の例 ： 0.3x＋0.5 , －0.2a 

１次式とその項や係数

１ 　0.2x＋0.3x
＝（0.2＋0.3）x
＝0.5x

　0.3x＋0.2－1.4x＋2.5
＝0.3x－1.4x＋0.2＋2.5
＝－1.1x＋2.7

２ 順番を変えて、
１次の項と、数の項をまとめる


